
 2027年度  広島経済大学大学院入学願書【前期課程】（Ⅰ期・Ⅱ期） 

 

ふりがな 
 

性

 

別 

男 ・ 女 

受験番号 
※ 

名    前  

  

経経済済学学研研究究科科経経済済学学専専攻攻  

博博士士課課程程  前前期期課課程程 

生年月日    年   月   日生 （    才） 

 

入試区分 
 

該当する 

コースに〇を

してください 

       

1.一般選抜 研究者養成コース 
 

2.一般選抜 経済学専修コース 
 

3.社会人特別選抜 経済学専修コース 

 現住所 

〒            TEL 

 

 

 

 
受 

 
 

験 

（
一
般
選
抜
の
み
） 

外国語科目 

【一般選抜】 
英   語 

緊急 

連絡先 

名前 
 

本人との関係 
  

専門科目 
研究者養成コース

は2部門、 

経済学専修コース

は1部門記入 

１

部

門 

 

〒            TEL 

 

 

 

 

２

部

門 

 

入学後志望する 

研 究 指 導 科 目        

 

学    歴 

在    学    期    間 出 身 学 校 名 部    科    名 卒業･修了･中退の別 

                               
 

 

 

 

 

 

                

               

 

 

 

 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

職    歴 

 
※在職中の

者は在職証

明書を提出 

在    職    期    間 会        社        名 所属部署・役職名 

                

                

  

                

                

  

                

                

  

                

                

  

（その他特記事項） 

 

 

 

 

卒業論文 

（論題） 

項      目 内                                    容 

志望する研究指導 

科目の選択理由に 

ついて 

 

 

 

 

 

修了後の進路に 

ついて 

 

  就職・進学等 

  の希望計画に 

  ついて 

 

 

 

 

 
◎裏面の記入上の注意をよく読み、Ｐ３８の記入例を参考にし、正確に記入してください。 

          年    月～        年    月    

          年    月～        年    月    

          年    月～        年    月    

          年    月～        年    月    

          年    月～        年    月    

          年    月～        年    月    

          年    月～        年    月    
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入学願書記入上の注意事項 
 

 

１．願書上部にある、（Ⅰ期・Ⅱ期）のいずれかに〇をしてください 

 

２．※欄は記入しないでください。 

 

３．専門科目（理論経済学部門、経済史部門、経済政策部門、財政学・金融論部門、統計学部門、経営学部門、地域研究 

部門）は一般選抜（前期課程）における「研究者養成コース」を受験する場合は7部門中2部門、「経済学専修コース」 

を受験する場合は7部門中1部門を選択して記入してください。 

   

４．入学後志望する研究指導科目は、ｐ５～６の「経済学研究科経済学専攻博士課程〔前期課程〕授業科目」を参考に 

記入してください。（「研究指導」の欄に〇が付いている科目が対象です。） 

 

５．学歴欄は高等学校以降とし、正式名称で学部学科まで記入し、卒業・卒業見込・修了・修了見込・中退の別を明記 

してください。 

 

６. 職歴欄の（その他特記事項）は、就業経験が家事、育児、介護等の場合のみ、その期間を含めた内容を詳しく記入 

してください。 

（例）期間 ２０２２年４月～２０２６年３月  

    内容 親の介護の為 

 

７．志望する研究指導科目の選択理由欄は、授業科目の選択、論文作成の指導など、指導教員の指導を受けることになり 

ますので、いままで研究してきたこと、いまからの研究について如何なる抱負を有するか具体的に記入してください。 
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 2027年度  広島経済大学大学院入学願書【前期課程】（Ⅰ期・Ⅱ期） 
  

ふりがな けいだい はなこ 

性

 

別 

 

 

 

男 ・ 女 

受験番号 
※ 

名    前 経大 花子 
  

経経済済学学研研究究科科経経済済学学専専攻攻  

博博士士課課程程  前前期期課課程程 

生年月日 1996年  1月  23日生（   30 才） 
 

入試区分 
 

該当する 

コースに 

○をして 

ください 

       

1.一般選抜 研究者養成コース 

 

2.一般選抜 経済学専修コース 

 

3.社会人特別選抜 経済学専修コース 

 現住所 

〒731-0192       TEL090-××××-×××× 

広島県広島市安佐南区祇園五丁目３７番地１号 

受 
 

 

験 

（
一
般
選
抜
の
み
） 

外国語科目 
【一般選抜】 

英        語 

緊急 

連絡先 

名前 経大 太郎 本人との関係 夫 

 

専門科目 
研究者養成コース

は2部門、 

経済学専修コース

は1部門記入 

１

部

門 
財政学・金融論部門 

〒            TEL090-××××-×××× 
 

同上 
 

 

２

部

門 
理論経済学部門 

入学後志望する 

研 究 指 導 科 目        
租税制度論特論 

学    歴 

在    学    期    間 出 身 学 校 名 部    科    名 卒業･修了･中退の別 

                               KDAI高等学校 普通科 卒業 

                               広島経済大学 経済学部 経済学科 卒業 

                

               

 

 

 

 

 

 

 

職    歴 

 
※在職中の

者は在職証

明書を提出 

在    職    期    間 会        社        名 所属部署・役職名 

 株式会社 経済商事 総務部 総務課 係長 

                

                

 
 

                

               
  

                

                
  

（その他特記事項） 

期間：２０２３年４月～現在に至る  

内容：税理士試験の勉強をしながら家事に専念 

 

卒業論文 

（論題） 

ふるさと納税による経済効果 

項      目 内                                    容 

志望する研究指導 

科目の選択理由に 

ついて 

 

 

 

 

 

修了後の進路に 

ついて 

 

  就職・進学等 

  の希望計画に 

  ついて 

 

 

 

 

 

７つの部門から選択（理論経済学部門、経済史部門、経済政策部門、

財政学・金融論部門、統計学部門、経営学部門、地域研究部門） 

※研究者養成コースは2部門、経済学専修コースは1部門記入 

※社会人特別選抜は筆答試験が無い為、記載不要 

記記  入入  例例  この欄は記入しないでください 

本人以外で連絡がとれる方の情報を記入してください 

※電話番号は、現住所に記載した番号と違うものを必ず

ご記入ください 

Ｐ５.６の研究指導欄に 

〇が付いている科目を選んでください 

 

就業経験が家事、育児、介護等の場合のみ、 

その期間を含めた内容を詳しく記入してください（Ｐ３５の６．を参照してください） 

 

※学歴・職歴欄は高等学校卒業以降、 

空白期間がないよう全て記入してください 

 

Ｐ３５の７．を参照して記入してください 

 

現在計画している修了後の進路について記入してください 

どちらかに○を 

つけてください 

          年    月～        年  月    

     2011 年  4 月～   2014 年  3 月    

     2018 年  4 月～   2023 年  3 月    

     2014 年  4 月～   2018 年  3 月    

          年    月～        年  月    

          年    月～        年  月    

          年    月～        年  月    

祇
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